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「国瞭障害者シンポジウム」プログラム

時間 プログラム 内容/スピーカー

9：3〇〜 受付開始

10：00 〜
10：30

オープニング・ 

セレモニー

司会:シャフィク•ウル•ラフマン

挨拶:奥山 元保（日本障害者リハビリテーション協会） 

祝辞:青柳 紀（財団法人 広げよう愛の輪運動基金）

中西正司（ヒューマンケア協会）

10：30〜

12：00 シンポジウム

テーマ:「私たちの挑戦  すペての人の社会を目指してー」 

シンポジスト:

・パク•チャノ（大韓民国）

「韓国の障害者運動」

・ チュチュ•サイダー（インドネシア共和国） 

「インドネシアの障害児教育」

・ A・M•ヘマンタ・クマーラ

（スリランカ民主社会主義共和国）

「スリランカの視覚障害者教育事情」

・ カッカ•ロケシュ（ネパール王国）

「ネパールの地域活動」

コーディネーター:樋口恵子（スタジオIL文京）

12：00 〜
13：15

昼食

13：15 〜
15：15

グループ•ディ 

スカッション

テーマ グループリーダー

教育

チュチュ・サイダー（インドネシア共和国）

A・M•ヘマンタ・クマーラ

（スリランカ民主社会主義共和国） 

オウ•ジョウ（中華人民共和国）［DAISY発表］ 

大島智美（龍の子学園）

障害者運動

パク•チャノ（大韓民国）

アマルタフシン・バザール（モン丁'ル国） 

メロディ・N•エスパニョール（フィリピン共和国） 

尾上浩二（DPI日本会議）

啓発活動

シャフィク・ウル・ラフマン

（八。キスタン・イスラム共和国） 

ブスパナサン•ヴェラサミー（卩-シア） 

カッカ・ロケシュ（ネハ。ール王国） 

廉田俊二（車いす全国市民集会運営委員会）

15：15 〜
15：30 休憩

15：3〇〜

16：30
まとめ

各グループからのまとめ 

大会アピール

17：30〜

19：30 交流会
司会:メロディ・N•エスパニョール 

挨拶:東山 文夫（日本障害者リハビリテーション協会）
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アマルタフシン・バザール（アマラ）

1.氏名アマルタフシン•バザール

（Amartuvshin Bazar）
2 .性別男柱
3.年齢28歳
4 .薩害嚥覚
5. 国籍モンゴル

6. WWなし

7. 職 棄 Association of Deaf Persons 覚睦害者谕会） でコンピューターの基盛知識を教

えている。

8.所属03体 Organization Persons with Disabilities in Mongolia（モンゴル障書者機構） 

コンピューター、政治、スポーツ9. 興味のあること

10. 一言

 た

も ん ご

モンゴル出身のアマラです。ダスキンの研修生として初来日し、日本には進んだ福祉や 

叢々な研修を通して視野を広げることがで 

きました。またモンゴルとは異なる文化を特つ日本でたくさんの方々と交流できたことも

かつぱっ い-やうんどう しりました けんし％う

こうりゅう

よい経験になりました。このような機会を与えてくれたダスキン愛の輪基金には感謝の 

贵样£でいっぱいです。储国後もがんばります。

不ンゴ儿豆越識

国名

面嶺

人口

AS
げんご 
きき五 
ロ ロロ

モンゴル宦

156万6, 500平方キロ（日本の約4倍）

238万2, 500人（2000年） 

ウランバートル

モンゴル人（全体の95%）及びカザフ人 

モンゴル語

チベット仏藪（ラマ教）裁

65. 〇歳 女性68. 〇歳

（男性0.8% 女性0.7%）

参考資料:外務省ホームページ各国・地域禱勢 各国基褪データ 

省統計局/統計センター 「世界の統計」
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A・M・ヘマンタ•クマーラ（クマーラ）

しめい あったなやけ むでいあんせらげ へまんた くまーら

1. 民给 アッタナヤケ•ムディアンセラ少•ヘマンタ•クマーラ

（Attanayake Mudiyanselage Hemantha Kumara）
せいペつ だんせい

2. 性別男性
ねんれい さい

3. 年齢25歳
4 .薩害視覺

こくせき すりらんか

5.国籍スリランカ

7. 職棄ボランティア講師

8. 所属団体盲ろう者学校

9. 興味のあること視覺憧害者への教育、音楽

10. 一言

わたしは、にほんとスリランカのあいだにはしをつくりたいです。しょうがいしやのもんだいは 

どのくにでもおなじですから、あなたたちはわたしたちのこころ、よくわかったとおもいます。

いまスリランカはだんだんへいわなくにになって、しょうがいしゃのことももっとよくなるとお 

もいます。しごとやじょうほうのこと、スリランカでもっとよくなればいいですね 。 

いいこころとサービスをもっているあなたたちとともだちになって、とてもうれしいです。 

どうもありがとうございます。これからもよろしくおねがいします。

ゝ    …-ーー.ーー  -…..........—一 一
—戸

茗

讀

一

口
 

メ
国
※

面X

スリランカ豆知識

スリランカ民主社会主讓共和国

65,607平方キロ（北海道の約0.8倍） 

1,936万人（2000年）

・ 首都 スリ•ジャワルダナプラ•コッテ

・ 人種 シンハラ人（74%）、タミル人（18.2%）、スリランカ•ムーア人（7.1%）
・ 言語 公用語（シンハラ語、タミル語）、連結語（英語）

・ 崇 教 仏數69.3%、ヒンズー教15.5%、イスラム教7.6%、

ローマン•分トリック教6.8%
・ 平均寿為男性70.9歳 女性75.4歳
・ 非識字率8.4% （男性5.5% 女性11.1%）

参考資料:外務省ホームページ各国•地城f書勢 各国基確データ 

総誘省統計局/統計センター 「世界の統計」
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オウ•ジョウ（さよこ）

1.民给オけ•ジョけ

(Wang Zheng)
2. 性別］

3. 年齢
4. 酸害
5. 国籍

25歳
植覺
中国

なし

7. 職棄藩陽市喳害著連合会觀霧
8. 所属団体藩陽市薩害者連合会
9. 興味のあること 音楽、カラオケ

10・一言
厂 -
/ しよう:がいしゃ はんじょうしゃ いっし, しあわせ せいかつ せかい おもいます

/噎害者でも健帝者でも、みんなー籍に幸せに生活できる世界をつくろうと思います。 

皆さ尤、一籍にがんばりましょう!

巨3中 豆知識

・ 面積 960万平方キロ（日本の約26倍）

・ 人口 12億6,583万人（2000年）

・ 首都 北京

・ 人種 漢民族（総人口の92%）及び55の少薮民族

・ 言語 漢語（中国語）

・ 崇教 仏藪、イスラム教、キリスト教など

・ 平対寿為男性66.7歳 女性70.5歳
・ 非識字率15.0% （男性？.7% 女性22.6%）

参考資癖:外務省ホームページ各国•地城禱勢 

総務省統討局/統訐センター

各国基雄データ

「世界の統計」
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M•シャフィク•ウノいラフマン（シャフィク）

1.氏名

2.性別

むはまど しゃふいく うる らふまん

ムハマド・シャフィク・ウル・ラフマン

（Muhammad Shafiq-ur-Rehman）
男性

さと、

25歳
肢体
ぱきすたん

パキス多ン5.

3. 年齢
4. 直害 

国籍

6. 崇教イスラム教
しょくぎょう ぼらんていあし人く" 力て！'き打丄

7. 職棄 NGOボランティア峨員、家庭藪師

8. 所属団体 Milestone （薩害者支援NGO団体）でスポーツやイベント活動の企画運營

9. 興味のあること 薩害、統合教育や自立についての勉強。旅行。

10. 一言
厂---------------一- .................. ........... 一一・""""一 2-"———............~一 ............. . ...一… .......... ■ヽ、

/ せかいをかえるためには、ひとのいっしょうはとてもみじかいです。だからわたしたちは 

いっしょにはたらいて、つぎのひとたちのためのきそをつくらなければなりません。せか 

いをかえるためには、しゃかいをかえなければいけないとわたしはおもいます。だから、 

このダスキンあいのわのかんがえをアジアのくにぐにのあいだにリンクをつくっていきま 

しよう。しょうがいしゃのために、アジアのくにぐにをかえましょう。

パキスタン豆知識

国名 

面積 

人口 

首都 

人種

パキスタン•彳スラム共和国

79万6,096平方キロ

1億4, 250万人（1998年推計）

イスラマバード

パンジャブ人、シンド人、パターン人、バルーチ人

ウルドウー語

イスラム教（国藪）97%、ヒンスー教1.5%、キリスト教1.3%、 

排火藪0.2%、

平弱寿命男性

非識字率56.7%
62.9歳 女性65.!歳

（男性42.4% 女性72.2%）

さんこうしりよう がいむし ょ う ほーむ ペー じ かっこく ちいきじょうせい かっこくき そ で  た 
参考資科:外霧省ホームページ各国•地威楕勢 各国基盛データ

総務省統計局/統計センター 「世界の羅計」
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パク・チャノ（チャノ）

(Park Chan 〇)

2. 性别J
3. 年齢
4. 直害
5. 国籍

なし

7・

8.
9.
10.

しょぞくだんたい 

所属団体 
きょう尹 

興味のある
ひとこと

1=1

正立会館（Chung Nipポリオセンター）でソーシャルワーカーとして、 

ピアカけンセリングなどILプログラムの企画•評価•開発に従事

DPIソウル

ことIL運動およびCILサービス

1.民名パオ・チャ7

いい世の中（差別がない、皆が幸せに生きていける など）になるために

言麋ではなく、稈鼠であらわしていきます。

豆知識
国名 

面積 

人口

人種
げんご 
きき五

大韓民国

約9万9,274平方キロ

4,727.5万人（2000年）

ソけル

韓民族

韓国語

・ 崇教 仏藪徒27%、キリスト教24%、その他儒教徒、天潼數など

・ 平対寿命男性

・ 非識字率2.2%
70.6歳 女性78.1歳

（男性0.8% 女性3.6%）

さんこうしりよう がいむし よ う ほーむベーじかっこく ちいきじょうせい かっこくきで■で、  た 
参考資棘:外霧省ホームページ各国•地城稽勢 各国基磁データ

総務省統計局/統計センター 「世界の統計」
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チュチュ・サイダー（チュチュ）

1.民占 チュチュ・サイダー （Cucu Saidah）
2.性別

年齢 2 73.
4.
5.
6.
7.

国籍インド耒シア 

宗教イスラム教

WW YPAC （薩害を特つ児童にリハ

兼事務スタッフ

8. 所属団体 YPAC （Yayasan Pembinaan Anak Cacat）
日倉生活に必要な技帝、教育プログラム、職棄訓練などを含む 

リハビリテーションを提供する団体

9. 興味のあること 音楽、映画鑑竇、児畫心理孚

インドネシア豆知識

国名
こくめい

人口

インド矛シア共和国

約192.3万平方キロ（日本の約5倍）

約2.04億（1998年）

ジャカルタ

大半がマレー系（ジャワ、スンダ警2 7種族に大別される） 

インド耒シア語
いすらむきょう きりすときよう ひんず きょう

イスラム教87.1%、キリスト教8.8%、ヒンズー教2.0% 

じんしゅ 
人種

げんご 
きき五 
ロ ロロ

男性63.3歳 女性67.0歳
13.0% （男性 8.1% 女性17.9%）

各国基慮データ:外務省ホームページ各国•地域稽勢

「世界の統計」
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プスパナサン•ヴィラサミー（ナディン）

ラスパナサン・ウイラ令ミー

（Puspanathan Vellasamy）
男性

さど

25歳
肢体
まれいしあ

マレイシア

W しオタ虫き,泌 イスフム教

喩纂
所属団体 DAMAiPf害著研修センター（スポーツ•コーディ
きょうみ ばすけっとぼ、 る れーす てにす

興噪のあること バスケットボール、レース、テニス
ひとこと

ペ

性別

年齢

4 •睦害
5.国籍 

窖 
Zjs

2.
3.

7.
8.
9.
10.

う ほてる 

”,一J ホテル!
しょぞくだん左'、

わたしは、にほんでしょうがいしゃスポーツや車椅子のしゅうり、そしてかいぞうしゃの 

べんきょうをしました。そこでたくさんのひととはなし、まなんだことは、じっさいにく 

にでどうやってそのideaをつたえるかのしゅだんをまなびました。くににかえったら、お 

おくのしようがいしゃたちにつたえ、みんなでいっしょにがんばりたいです。

1.

6・

民名

マしイシア豆知識

・ 国名 マレイシア

・ 面積 約33万平方キロ（日本の約〇. 9倍）

・ 人口 約22.20百万人（2000年）

・ 首都 クアラ•ルンプール

・ 人種 マレー系（62.8%）、中国系（葯26.3%）、インド系（約7.5%）、

その他（3.5%）
・ 言語 マレー語（国語）、中国語、タミール語、英語

・ 崇教 イスラム教（蓮邦の崇教）、仏數、禱數、ヒンズー教、キリスト教、

原崔民猜仰

・ 苹対毒為男性69.6歳 女性74.5歳
・ 非議学率12.5% （男性8.5% 女性!6.4%）

参考資癖:外務省ホームページ各国•地城構勢 各国基诞データ

「世界の統計」
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メロディ・N・エスパニョール（メロディ）

8.所属団体 SABAK CBR INC.（薩害者やその家族を支攘する組織）

1.氏名
めろで、い なもっと えすぱによーる

メロディ・ナネット-エスパニョール

(Melody Nanette Espanol)
2.性別 安桂

3.年齢 さと'26歳
4.障害 肢体

5.国籍
ふいりびん 
フィリピン

キリスト教

7. WW なし（大学卒業後、研修のため来日）

9. 興味のあること

10. 一言
/' ヽ 

にほんの しようがいしゃの じょうきょうを まなぶことができて、とてもうれしい 

です。フィリピンと にほんの じょうきょうは おおきくちがいますが、しょうがい 

があっても、ひとのいきかたは、さまざまないろで かがやいている にじのように あ 

ざやかなものです。わたしたちはおたがいにたすけあい、ひとつになることでつよ 

くなれます。コミュニケーションは おたがいをしるために たいせつです。みなさん 

が わたしをゆうきづけ、わたしたちダスキンけんしゅうせいと、ちしきを シェアし 

てくれることに かんしゃします。よきリーダーとなれるようなアドバイスを ありが 

とうございます。わたしのたいせつなともだちへ。

am

ね
名
藉
一
口 

X

国
哄
面
臥
人

フィリピン豆知識

フィリピン共和寓

299,404平方キロ（日本の8割の広さ）7,109の島がある。

75.3百万人（2000年5月国勢調盍値）

・ 人種 マレイ系が主体。他に中国系、スペイン系、及びこれらとの混血、更に

少薮民族尊がいる。

・ 言語 国語はタガログ語、公用語はタガログ語と英語。

・ 崇教 カトリック83%、その他のキリスト藪徒10%、イスラム教5%
・ 平筠寿晶男性63.1歳 女性66.71
・ 非識字率4.6% （男性4.5% 女性4.8%）

参考資料:外務省ホームページ各国•地域橹勢 各国基礎データ 

総瑶省統計局/統計センター 「世界の統計」
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ロケシュ•カッカ（ロケシュ）

しめい ろけしゅ かっか

1.氏名 ロケシュ•カッカ

（Lokesh Khadka）
2・ 性別 男#生

3. 年齢 23歳
4. 翳' 蔽覺

5. ii ネパーノレ

6 . WW ヒンズー教

7. WW 谕嗣壬（Munal Offset Printersで折り畳み祥藥や㈱蕪怡に軽輩） 

8.所属団体 Gandaki Association of the DeafGAD （もう者のための地域組織形成、国丙•

国際間の®力体制づくり、政葉決定における政府関係機関との連携などを

1M）
9.興味のあること ろう者社会でソーシャルワーカーとして活動したい。

10.
ひとこと

ヽ 
日术の研修の中で丙彖に残っているのは、他の国や団体に頼らずに自分の団体の中で活動 ! 

資金を作っていることでした。并パールに手話通訳者養成センターを設立することが帰国後 I 
もくひょう !

の目標です。

，-，/

ネパ—儿豆知識

国名 

面積 

人口

ネパール王国

14.7万平方キロ

約23.9百万人（2000年）

カトマンズ

リンブー、ライ、タマン、 

不パーノレ語

ヒンズー教（歯載）

平筠寿斋男性57.6歳 女性

非識字率58.6%

みんぞく 

民族 
げんご

叱7T;キ

不ワール、

(男性40.9%
57.1歳

女性

夕、ルン、マガル、 タカリー警

76.2%)

らい

参考資料:外感省ホームページ各国•地域稽勢 各国基碓データ 

総倉省統計局/統計センター 「世界の統計」
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シンポジウムコーディネーター

樋口恵子ひぐちけいこ （自立生活センター・スタジオI L文京）

1972舉 詐嚴穀攀、谿谭を隸。融驛箸の髀拿嚴の驢を就、隆馨樹しの 

領域で働き》台める。

1976舉 解翠輟、餐嚮躍餌う觀リニ爾。廂希巍薩響著茬笔册软（の 

ちの带虽ひかり魏背蘭）非簷醫瞬員、自筋*目談員として觀霧。

1984年 広げよう愛の豔運蓟蔓金（ミスタードーナツ）の研修生としてアメリカ留学。

1985年 ヒューマンケア物会設立に参加。DPI （Pt#著インターナショナル）女性睦害者 

・ットワークをAしち上げる。

1989年 町田ヒューマンネットワーク創設。

1991年 全国自立生活センター競讓会（JIL）を発足、副代表。ピアカウンセリングを全国に 

広める。（1995年〜2001年代表）

1994年 疇希羸会で!］めての女性锻響'者議員に。（〜1998年）

1995年 北京女性会讒で覆勢保護法の改正を訴え、翌96年の母体保護法への改正への尽力。 

アメリカ、アジアから薩害者リーダーを招き、自立生活国際会讒を開催。知爲瞳害者や 

様々な直害著の国際会議への参加コーディ球一ト、リハ会議などに参加。

2000年 介護保険の就善著への適用を検討する邛晝害者ケアマ耒ジメント体制整備積討委員会」 

（隔辭）鑽

グループリーダー・教育

大島智美おおしまともみ （龍の子学園）

生年月日:1972年8月25日

出身地:神奈川県廣浜市

:济审舉まで資景報サ斷ろう輟 

誌は鵬制ろう學薛

趣味:貧乏旅行でアジア、アフリカ、中負、中11米などまわってろう著と会うこと、写真を撮る 

こと、料理を肇吻こと

デフファミリー出身。

の子学園創立から二2年間幼稚部スタッフ、去年の4月から小底部スタッフとして現在に至る。
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グループリーダー・障害者運動

= ・ 、パ ^ , a 、 A ハ にほんかいぎ

尾上浩一おのつえこつじ （DPI0本会議）

1960年 大阪に生まれる。/AWを豊護学技、施設で高ごした後、魏華攀•裔稜へ廳。

1978年 大阪市立大学に入学復、卩畫害者問題のサークル活蓟をきっかけに、憧害者の自立生活 

運商に取り組み始める。

1991年 全国初に導入された大阪市のリフト付きバスや、1992年秋に制定された大阪府「福祉の 

まちづくり集稠」薊鬼運站にに取り組む。

1988年 策京•新宿で開程されたR I （リハビリテーション•インターナショナル）国際会讓 の 

際に行われた交通アクセスデモ、国際連帯彙会のスタッフとして活躍。以蔭、DP I 
の交通アクセス行動にはスタッフとして参加。

1995年 震炎以蔭、!t售著鞍援本部の一員としてPt害者自域の手による憑糕活前に取り組む。 

2000年 2 0 0交通バリアフリー法制定時の国会（4月）で、参考人として意見嗪述を行う。

現在、自立生活センター•ナビ代表、ピア大阪请任委員、匱售著慫合楕報耒ットワーク 

世話人、DP I （庫害著インターナショナル）日本会讒事務局次萇。大阪市薩害著施策 

雍進驗讓会専門委員、大阪市ひとにやさしいまちづくり確進本部専門委員、大阪市立大学 

生猪袴部非聲觀諭も

グループリーダー•啓発活動

廉田俊二 かどたしゅんじ（車いす市民全国集会運営委員会代表）

1961年
1975年
1985年
1986年

ねん

1987年
ねん

1987年
ねん

1987年
ねん

兵匱県姫路市に生まれる。

W2＜のとき、監鞋童兹により著藍讀し飢 以蠢いすの生活となる。

鉄這を利用してヨーロッパー周旅行をしたのがきっかけで交通問題に取り組む。

誰もが自由に乗れる電車を目指して、童いすで大阪一策京間を歩き、道中JRの各駅に 

立ち寄りア》セシタル設備を婆壘する簷暑「TRY」を開始。以後毎夏この活動を継続する。 
薯籌!1どこでも特（ぞ 蠻いす“杂劣はを茁版。

时紳辭粋。
渡米しCIL「バークレイ自立生活センター」にて!t害著の自立に関する諸問題を学ぶ。 

いい警漏。

第9回車いす市民全国彙会•兵庫を開催。

兵庫県西宮市にてメインストリーム物会「自立生活センター」を設立する。

童いす市民全国棄会運會委員会の代表となる。

1987年〜1988年 ヒッチハイクでアメリカ大陸;

1989年
1989年
1992年
1993年
1995年
1998年

めいんすとり

明石海峡大橋開通記念渡り初めイベント「海上ピクニック」を企画運管する。
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午前の部
(オープニングセレモニー,シンポジウム)

Morning Session
(Opening Ceremony, Symposium)
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午前の部

オーフニング•セレモニー

司会（シャフィク）:おはようございます。 

raOW箸シクポジウム」にようこそ 

お越し下さいました。このシンポジウムは、

「アジア各国の憶售著の生活をよりよく

へいわばりあふりーしゃかいいっしょ

し、平和なバリアフリー社会を一緒に 

作りたい」というアイディアから生まれま 

した。シンポジウムをきっかけにアジアと 

日本の人々がネットワークを作り谢力し 

ていくことで、アジアの

ノーマライゼーション実現の助けになるこ 

とを願っています。

はじめに、日本噎害著 

リハビリテーション物会常務理卓の奥山 

よりご黨務をさせていただきます。

奥山:ただ今ビ紀介いただきました、日本 

睦害著リハビテーション舫会の奥山です。 

アジア天平梓噎善著の十年最終年として

10月から和幌、大阪で天会讓が開かれます 

が、私はそのフォーラムの事務局 長です。 

谷日のシンポジウムは、ダスキン株式会社、

日本薩害著リハビリテーション谕会が 

雜 しております「ダス车シ•チ》ア太'苹库 

睦善著リーダー育成事藥」第3期研蘑生が 

歪画しました。日本薩害著

リハビリテーション谕会ではJICAの委託 

で研修会もやっていますが、日本の国に佝 

かを教えてもらって帰るという形式です。 

ところが、5年前に私どもが蝉敬する先生が 

「参加型研修」を提案され、たいへん 

耳嶄しいこの研修をどう実現するかをず 

っと考えてきました。岑日はその研修生た 

ちが自分たちで全部プログラムを作り、 

参加された皆さんと一緒に語り合おうとい 

うすばらしい冬画を作ってくれました。私 

はこの参加型研修の本当の委を、ここに 

多くのご曼捷をいただいたJILのみなさん、 

中西さん、樋口さんなどが主慕されている 

エンパワーメントをどうやって薩害著が 

発揮するのか?恥かしながら私自身、 

一日本国民としてどう実現するか、これま 

で意讖してきませんでした。そういう意味 

で、アジア太苹洋のみなさんが自分たちで、 

どういう研修を作りだしたのかというこ

思います。長くなりましたが、どうぞよろ 

しくお願いします。

司会（シャフィク）:どうも、ありがとうござ 

いました。次に、財団法人広げよう愛の 

翳運蓟竝箸竊穰からぎ税缽をいただきた 

いと思います。

青柳:おはようございます。扌犖箭にこの 

轟穆輩藥を冬画した薛はどうなるものか 

と非常に不安でした。私どもは全くこうい 

う征竦には業芙です。しかし、i塌から$塌ま 

で続けてきて、リハ物の皆様はじめご関係 

の會穰方に大変お世話になったおかげで、
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軌适にのってきたと実感しております。心 

から御礼审し上げます。私どもダスキンの 

創棄著は「釣り竿は用意するよ。しかし 

釣りをするのは皆樣方、後は自分でやりな 

さい」という理念を再っておりました。 

アジアの研參生の皆様にも釣竿だけは 

用意させていただくので、どんなものを 

収穫するか、どこで釣るかは一人一人に 

お考えいただき、好きなものをたくさん 

収穫をしてくださいという願いです。

来日後3ヶ月間集中して日本語研修を 

やっていただきそれから個別研修に 

入ったわけですが、第3翱生はたいへん 

優秀でございます。300名以上の応寡があ 

った中から選ばれました。研修に、誰びに 

ということで日本中をかけまわったようで 

す。今日、彼らが自ら歪画立案し、こうい 

った会讓を開いたということは非常によか 

ったといいますか、このように成長したこ 

とをうれしく思います。これからは 

球ットワーク作りといいますか、ね害著が 

手をたずさえて成長されることを心から 

お願いします。全日の会議が実りあるもの 

になりますよう心からお願いし、ご挨搀に 

代えます。ありがとうございました。

司会（シャフィク）:ありがとうございまし 

た。茨にヒューマンケア谕会代表、申茜 

正司様よりご祝辞をいただきます。

中西:初めまして、中西です。全国自立生活 

センター翻議会の代表をしていますが、 

今回の研穆生のみなさんは、何人も自立 

生活センター各所で研修をされています。 

現地で薩害当事者同士の交流が深まり、 

語り合うということだけでなく運動につい 

て熱っぽく夜中まで語り合う、そんな 

障害著同士の交流の中から電動車いすの 

中古を日本から送ろうよという話も 

進んでいます。

韓国では自立生活センターがスタートし 

ておりますし、今度はパキスタンでも首立 

生活センターの進展が期待されています。 

そういういう倉喋で步、、多キンのみなさんが 

帰られた後、その芽が現地で青ち殖える 

時期を迎えております。過去3年の成果を

躇まえ、

ました。これまでの研修生は入り口で 

終わっていたのに、今回は現地に戻り 

プログラムを作ることまでに深められたと 

いつ意噪では、研修の丙容がこれまでより 

一段階進んだと認識しています。

今後、研修を行われるみなさんが今回で 

きた土苔の至・に、さらにその羌を秦7でい 

ただけると思いま扌。莪々も研修内容を 

深めたいです。ありがとうございました。

司会（シャフィク）:ありがとうございまし 

た。来賓と講師のご紹介です。時間の関係で

1? 一



お名前のみの紹介です。財団法人広げよう 

裁の晞鉤轟、茁笨妙卷寵の洋蘭、 

莘置宓薯DPT百栄*鑒置琴显う」曙xx 1^0 ^^3 UF丄 口 ZZa \ 丿^;上 Yロ — 7^〇

メインストリーム觞会、廉田傲二樣。 

^iMiLrrtniWo 跻'箸褪 

から日本噎害著リハビリテーション谕会 

の常務理童、奥山元保、事霧局次萇、東山 

です。ここからの進行は吕二歹ノ耒彳乡二 

である樋口恵子さんにお願いしたいと 

思います。よろしくお願いします。

シンポジウム

「私たちの挑戦〜すべての人

の社会を目指して〜」

みなさん、昨年の8月に日本に来日され、3 

ケ月の日本語研修を終えて個別研修を 

終え、10ヶ月過ぎたみ日は、日本語で発表 

するというなかなかたいへんなことに 

魏饑していただきます。シンポジストの男 

は私のそばからネパール王国のロケシュ 

さん、そのお隣りはスリランカのクマーラ 

さん、そしてチュチュさん、インドネシア 

です。一番遠くにいるパクさんは一番近い 

国、韓国からいらっしゃっています。

プログラムの順番とは衣わりまして、ま 

ず載警からということで孚二手二さん、i 

番目。2番目はクマーラさん、3番目は啓発活 

動、ロケシュさん、そしてパクさんという 

ことで。シンポジストにはi5分檯度のめ話、 

分科会に商かう考え方を話していただくと 

いう形でやっていきます。ではまず、 

インドネシアのチュチュさんからお願いし

ます。

樋口:おはようございます。午前の 

ヨニ矣ノ末扌乡二をします、樋口憲子です。 

よろしくお願いします。ダスキンのアジア 

关轉翳判ニタニ眾轟の确鏈、 

も3勇目を迎えて、成果発姜会の蘭を越え、

「これからの連帯というか、どうアジアの 

自分の国の中でここでの活動を生かし、そ 

してつながりあっていけるのか」を考える 

隔松に桑在ようです。

举箭第は「超を零の轨饑一すべての哭の 

缶会を目指してー」をテーマに 

シンポジチムを進めます。午後は各分科会 

にわかれますがその墓本になる分科会の 

骨子の部分をうたうという形でやります。 

チュチュ:おはようございます。

インド束シアのチュチュ・サイダーと 

由も蜜子。まず、琴白みんなと由去;!そう 

れしいです。ありがとうございます。

私の話をはじめたいと思います。

星虽れた齧は列も3Xです。咅竽の薛、義護 

舉後のボ军篩に夭ら輩ご左。鶴の舉後に 

は入れませんでした。薩害をもつ人は養護 

学校に行きなきいと言われました。ですか 

ら襄護学校に入りましたが、学校は 

バンドウーンという遠い所にありました 

ので親と籬れてしまいました。中学生から 

关舉までは議の學较に天®黄じ总隹总 
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所は離れてしまいましたが家族はよく 

サポートしてくれました。

令日、私がお話したいことは3つに 

分かれており、1つ目はインド・シアの 

薩害著、2つ目はインド并シアの障害著の 

數育、3つ目は日本での研修したことです。

インドはシアは障害者の人口が多いで 

す。残念ながら正確なデータはありません 

が今もその数はふえています。その理由は 

しようがい にんしき ひくいb えいよう

「a.薩害についての認識が低いb.架養 

不良C.伝染病などいろいろな病気があるd. 

圍の申での籤争」です。日本はいろいろ 

曬害著サービスがありますが、 

インド・シアはあまりありません。例えば 

日本なら薩害著は噎害著年金をもらいま 

すがインドネシアはまだもらえません。 

インド不シアの薩害著はだいたい家族と 

一緒に生活しています。薩害著は仕事をし 

ている人が少ないです。薩害著は能力があ 

っても仕事に入ることが離しいです。薩害 

のない人は私たちの能为をみてくれない 

からです。薩害著の中には數育も受けてな 

いし仕事もないので、自分で生活するお金 

がなくホームレスや物乞いになる人もいま 

す。でも僉らは生きていかなければならな 

いのです。インドネシアでは障害著は病気 

だと思っている人がまだ多くて睦害著の 

こともあまり知られていません。庫害著は 

家から出ないので社会もわかってくれない 

のです。

次は、インドネシアの薩害者藪育です。 

人間にとって藪育は董要であり、誰でも

インド床シアでは学校に行けない人もまだ 

多いです。數育を受けてない人は薩害著が 

特に多いです。較育を受けてないから良い 

喩に巍書にくい、そして養い嶽に 

就けないので収 入が低くその子俄は満足 

に学校に通うことができないという 

悪循環をうみます。結果、貧富の差が 

広がり、差別、権利侵害へとつながってい 

きます。障害児が藪育を受けられない原因 

は多くあります。噎害著に対する人々の 

理解が低いため薩害を恥だと考えます。で 

すから、薩害著は外に出られません。 

出かけたい、でもいろいろな問題があって 

難しいです。車いすや杖もありません。 

障害をもつ子供に対する親の理解も低い 

です。障害がある子どもは恥かしいとか有 

も出乘ないと思う親がまだ多いです。学校 

の先生たちもそして社会も理解していませ

ん〇

巖後に、日本でいろいろな研修を受けて、 

一番心に残ったことについてお謠します。 

私はインド并シアの薩害著ですが、とても 

ラッキーです。大学を出て仕事をして、そ 

して日本にきていろいろな研修を受けて 

います。他の研修生ともいろいろ意見交履 

して、国の睦害著のことも考えます。それ
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だいいち

で自分でやりたいことがみつかりましたが、 

一人の力ではできません。

日本では子供が案しむことを第一に 

勉強をやっていて、どんな賣害があっても 

同じように藪育を受けています。しかし、 

他のアジアの国はまだまだ同じではありま 

せん。研修生の中でいろんな問題を 

話しますが、インド并シアやフィリピン、 

スリランカ、パ辛スタン、・パールもそう 

だと思います。どこの国の子僕も同じ人間 

ですから、薩馨'があっても薩馨' がなくても 

権利は捋っていると思います。轧たちはも 

うすぐそれぞれの国に帰りますが、帰って 

からが夭変だと思います。でも、自鼠の 

噎害著のために、荷かをしたいと考えてい 

ます。これで、私の話は終わります。あ 

りがとうございました。

樋口:ありがとうございました。すごく 

落ち着いて話してくれました。日本語がと 

ても上宰なのでみなさんも贅いたと 

思います。羌ほど紹介し忘れましたが、16 

ページに彼女のスピーチの要旨があるので 

ご覧になってください。ありがとうござい 

ました。

次に、スリランカのクマーラさんから

「多!）まク另の寂覺僵響著載幫輩橹」とい 

うテーマで話をしていただきます。資禅は 

17ページに出ています。それではクマーラ 

さん、お願いします。

ら专二ら:嘗さ枕、 おはようございます。 

各日は桑てくれてありがとうございます。 

斉日はスリランカの視覚就害著の藪育 

歸を凱し曲。

私はスリランカのクマーラです。日本と 

スリランカが友達になって50年 

過ぎました。はじめにダスキン睦害著 

リーダー育成事葉の研@生になり、日本の 

粗覧薩響著のことを筋鬣することができ 

てとても嬉しいです。スリランカになくて 

日本にある大切な數育のことをたくさん 

知りました。権利のことも分かりました。 

ノーマライゼーションのことなど、とても 

らしい考えを習いました。睦害著の 

問題はどんな国でも同じです。ただ、国の 

輩層によって薩響著を麦える另薙は 

議います。日本の視覚薩害著を麦える 

サービスに私は感釧しました。

まず、私のことを話します。私は、11 
年間盲学校で勉強しました。それから普通 

学校で2年間勉強しました。この学校は、 

私の父が校長をしていて色々な支えがあ 

ります。でも芟籲が茯寰でなかったら、蔻し 

はこの学校へいけなかったと思います。ま 

た例えば貧乏な人、とてもパワーが少ない 

人だと藪育は籬しいと思います。それから 

大学で3年間仏藪哲学を勉強しましたが、 

たくさん問題がありました。点字、通訳が 

とても大変でした。みんなは点字のことを 

全然考えないので点字の藪材はほとんど 

ありませんでした。通訳者も難しいです。 

家族がサポートしてくれたので私はなん 

とか勉強しました。音楽の試験も受けるこ 

とができました。

スリランカの視覚障害著は大学で勉強
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することができますが、感強しても在輩は

とても少ないです。先生になって学校で 

教える人もいますが、ほとんどの人は仕事 

がないですから、もう一産蒙の中にとじこ 

もり家族と一緒に生活します。貧乏な人が 

多いので、家族に薩害著がいると困ります。 

視覚噎害著が法律の勉強して弁護士にな 

っても、障害のない人もこの仕事をするの 

でこの仕事をやることが出乘ない人もいま 

す。視覚噎害著の人は自分で仕事を探すの 

はとても大変です。家にいて仕事するのも 

難しいです。

私は視覚直害著の働く機会を増やすた 

めに、学校に新しい授産所をはじめたいと 

思っています。社第があればお金ができま 

す。お金があれば、害著の生活も良くな 

ると思います。それから嘯橐訓練 

センターがあれば、視覚薩害と知的害が 

ある人にも学校で勉強できるようになり 

ます。スリランカでは知的薩害著を 

サポートする人は少ないです。私の兄も 

視覚噎害と知的薩害を样っているので 

教育を受けられませんでした。行政は桶助 

として、睦害を样っている盲学校の学生 

一人に10ルピーを出します。とても少ない 

です。ほとんどの人は薩害著だと仕事でき 

ないと思っているので、障害者の生活は 

良くならないと思います。

たくさん問題がありますが、宗教が

スリランカで例えば、お坊さんのお金儲け 

の考え方は良くないです。また、視覚 

直害著の橋報、私は勉強する時、点字の 

雑誌も少ないです。点字印刷やいい紙があ 

れば、点字の藪科書、雑誌がもっと多くな 

ると思います。政府も視覚直書著に点字で 

送らないです。政府は私達視覚薩害著の 

点字のことを考えないです。テープや雑誌 

も全然ないです。ひとつだけテープの 

図書館がありますが、視覚薩害者の機械が 

ある施設がないです。手で書くのが大変な 

のでいい機械が欲しいです。しゃべるパソ 

コンも3台くらいだけで足りません。

1〜5歳までの薩害を存つ子供たちのこ 

とを誰も考えていません。また、大学では

教えません。視覚薩售著の藪育のことを 

知らない人が多く 「あなたはどうやって 

点字を書きますか?」と私はよく 

聞かれます。点字のことを知らない人が多 

いです。医著も知らなかったりします。た 

くさん勉強したい犬を助けてくれないで 

す。障害著の人は残念だと思っている人が 

多いです。

スリランカでは25ヶ所盲学校があります。 

点字が由乗る人はとても少ないです。日本 

で浜松の人たちと点字の辞書を作りました。
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いる学校で私たちは、全盲の人の音楽 

グループを作りました。でも楽器がないの 

で、借りないといけません。お金がかかり 

ます。練會の時間も少ないです。いい楽器 

があれば、峑書の龙応ニタの天はとても 

箸直と!いWo莉维苦の舉祓も、このよ 

うなグルーラとコンチ一 bをやってお釜を 

作りました。音楽を勉強できるいい場所も 

私の学校ではじめたいです。日本と同じよ 

うなカラオケが、視覚噎善著の人に有名に 

なればみな喜ぶと思います。そして、私たち 

ももっと箸黛が芷拏になります。

スリラン另は鞍军があります。鼓请が 

ご馨搭崟を董弓のは、鞍奉のためです。籤孝 

はもっともっと薩誓著をつくります。とて 

も顎せ认ことです。籤奉で薩響著になった 

人に政府はちょっと支える程度で、

助けることは少ないのです。この考えはよ 

くないと思います。戦事のために出すお金 

を鋼、薩警著を麦立霖に由鮎虽とて 

もいいです。直書著のことを考える、 

ダスキンのような会社もスリランカにはな 

いです。

日本は平和な国ですから、私は日本が 

大好きです。私は政府の人と、佃よりも 

平和のことを話したいです。いつかスリラ 

ンカが军常な笛になり、隆馨を^つTいる 

尖の笙碧もよくなり、みんなが4V＜なっ 

たら、私たちも心の底から笑うことができ 

るでしょう。巖復に、瀬隆箸を^つXい 

る人はたくさんいます。生活は天変ですが、 

私たちの夢は大きいです。できることを向 

でもやりたいです。私は日本でいろんな 

経験をしました。このことを大切にして、 

日本とスリランカの間に橋を造りたいで 

す。どうぞ物力してください。私は日本人 

と日本の音楽をとても愛しています。

Ifしい#^を艱碧ぞください。どうもあり 

がとうございました。

樋口:ありがとうございました。すごくた 

くさんの提案があったと思います。一つだ 

け質問していいですか?クマーラさん、 

授産所を作りたいと言っていましたが、ど 

んな车讐を箸隻ぞいますか?

吴 ち漲の輟の後寰縫も屛を 

祚りま子。丰で番扌もの。ここでみん条を丰 

で/乍る縑耆する場所を稚りたいです。

弑占:融隆響' と籾覽旌響の天がt籍に 

なって勸ける塲所?

ら©二ろ:蔻しの學稷は置ろうの學稷なので、 

私の考えはどちらも一籍にできる仕事を 

する覇を聲りせレ;ということです。岑、 

できることは侖かを考えています。

樋口:ありがとうございました。では茨に、 

ネパールからのロケシュさん、お願いしま 

す〇 ロケシュさんのペーパーは34ページに 

ありますので祈豎ください。

ロケシュ:みなさん、おはようございます。 

まパールのポカラという町のろう丽会の
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活觀について話します

球パニノ-には、貧し认尖がたくさんいま 

す。紐済はずっとよくない获韻で、これか 

らもよくなることは囁认と，試&す。蠢路 

もでこぼこで、視覚薩害の人が参くのに 

点字ブロックもなく出歩くのに不便です。 

川に橋もないので渡れません。そついっ 

状巔がずっと続いています。薩害著は人口 

の10%、その中の開％が證覧薩響箸です。 

でも、手話が使えるろう者は少なく、ろう者 

育工でも話ができないという快籠、が

いXいました。

条另号の苗に餐裱剧なろう著が羹キり、 

ろう著の疑をはじめました。そして、 

ポカラのろう者に自立心や誇りが少しずつ 

芽生えはじめました。今まで情報もなく侖 

もわからなかったろう著が、ポカラを訪れ 

冒銘と齢磁に韻旅赧に第氏い 

くこともありました。そのろう者が地城の 

笑たちに滞報を器、そこで鯉髄を 

展開しはじめています。しかし、地方では 

がうし著に鄴F专輪はまだまだ底"认ため、 

なかなか活觀がうまくいきません。私たち 

も地方に赴き、いろんな活耕を通じて啓蒙 

簷蟲をffoTいます。でも、なかなか 

です。

次に、ポカラのろう学校について 

話します。ポカラろう物会は1990年に設立 

のメンバーも増えて 

現在7 2名です。ポカラでは1987年に、ろ 

う舉殺が窿ちまし^〇しかしその簷蠶は 

確嵐著呈馨で芽われでいたので、ろう著は 

榴を蒔；そいました。

会は、自分たちでろう学校を設立 

するために活釧をはじめました。まず政府 

と爰號し、圭矗を離解で籠祺してもらう 

許可をもらいました。しかし、お金の調達 

がなかなかできませんでした。そこで 

イギリスの団体に餐金援助を依頼しました。 

20人の視察団がポカラに派濾され、融護の 

結果、餐金援助を得ることができました。 

そして念願のろう学校が設立できたのです。 

翰'義するとたくさんのろう亢が哭攀して 

きてきました。しかし、問題も出てきまし 

た。通学の問題です。家が遠いため、毎日7 
キロの距離を参いて通ってくる学生もいま 

した。そこで全日本ろうあ連盟に要請をし 

て、スクールバス矚入のための資金援助を 

していただくことになりました。そして、 

インドで中古のバスを買いました。今は、 

そのスクールバスで生徒が通えることにな 

り、うれしく思っています。今、寄宿舎を 

建設中です。通うことが籬しいくらい、 

遠い山間部に隹むろう児を受け入れるため 

です。そんな孚れに該警の磁を尊第才 

ためには、離郑で舉祓に通える環環を祚る 

必要があります。そのために生活費をどう 

するかも窘えなければなりません。6911 

のことを考えた学校づくりを行った結果、 

蔻霍の率後はろう噫を样三＜ からも支样 

されるようになりました。そして、僵竈箸 

主磔のろう学校は生徒がだんだん減ってい 

き、閉鑛に追い込まれました。政府も私たち 

の舉祓に餐金を讓就してくれるようになり 

ました。

ネパールにはろう学枝が6つあります。ろう 
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者は50万人いて、学校に通っているのはそ 

のうちの2500人、残りは未就学妃です。 

菠らはね報を知らずに生活しています。親 

も学校に子どもを行かせたくてもお金があ 

りません。未哉学のろう児は家に 

閉じこもって生活しています。

と調査をして、寄宿舎設立やスクールバス 

の寄贈を政府に要望しましたが認めてくれ 

ません〇

私はベニーという町で生まれ、3歳で 

失聴しました。田舎だったのでろう学校が 

ありませんでした。それでベトナムのろう 

学校に入りました。2 〇年前です。卒藥後、 

ネパールに戻りました。大人になってから 

学校に入ることは離しいです。学校で 

学ばなければ、知識•惜報面で翟れてしま 

います。みんなポカラに乗て学校に通うよ 

うに訴えています。今、私たちの学校には 

100人以上の学生がいます。宿善には30人 

の生徒が專らしています。

私 には知識も情報もありませんでした。 

しかし日本に乗ていろんなことを勉強し 

て、いろんなことがわかりました。ネパール 

に帰ったら日本で学んだことを生かしてい 

きたいです。これで発表を終わります。 

樋口:ありがとうございました。ろう団体 

として、とてもパワフルに活動してこられ 

た経緯尊を話していただきました。

ロケシュさんは、午後は啓発のグループで、 

またお話しになります。

さてここまで、肢体不自由、視覚、處覚 

という薩害の区別を越え、また国の壁も 

越えて共に研修してきたわけですが、午前 

の最後は轟国のパクさんから「韓国の 

薩害著運動」というテーマでお話しいただ 

きます。

チャノ:皆さんこんにちは。韓国のパク• 

チャノです。よろしくお願いします。

インドネシア、ネパール、モンゴルなど、 

アジアの国々の多くは、障害著の権利や 

福祉は依然としてよくないです。韓国は他 

の国より少しいいですが、まだまだ悪いと 

思います。皆さんに質問します。人間の社会 

は本当に平等ですか?昔は男性や権力を 

もっているお金持ち、パワーを样っている 

人が強くて、女性や薩害著たちは平等に 

扱われていませんでした。社会は民主的に 

発展して少しずつ変化しましたが、まだ 

平等ではないと思います。

1年間、日本で研修をする中で匱害著

運動についてたくさん考えました。 

アメリカの噎舎者たちは神ではなく人間 

と話しますが、アジアでは神に

語りかけます。でも、社会を作っているの 

は人間です。人間と話さないと、社会は 

衣わらないと思います。話しても社会の 

差別はたくさんあるので、自分たちの 
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靈本的な権利を守ることはとても大変だと 

思います。

しかし、拄荃運動によって、それは少しず 

つ煎わっていくと思います。運釧は新しい 

角虐へので、すべての人間のた 

めに苹響な枉荃、を祚乡のが運崩だと 

考えます。運劃の方法は色々あります。日本 

やアメリカでは要望書などの文書で行政 

に対してそれができますが、アジアの他の 

国でそれをやってもお金がない、時間がか 

かると#るだけです。詹圃 

を含めアジアの他の国では運動はとても 

です。では、薩誓著はどうやって 

社会にアピールできますか?日本もアメリ 

ヵも同じですが、诫售著はデモや運動で 

パワーをつけてきました。韓国では自立 

生活の運動をしていますが、現社とても 

痼匾な運動を続けています。15分くらい 

ビデオを見ましょうか。去年1月くらいに 

駅でエレベーター事故があり、薩害著が 

亡くなりました。これがきっかけでデモが 

あちこちで起こりました。

（ビデオ）

事故が起こるたびにデモをして、対簾の 

欠如に対して講噩をします。2002年5月にも、 

地下鉄の駅でデモがありました。障害著の 

権利を拡天するためにです。就善著が亡く 

なくなってもいつもごめんねだけです。な 

ぜ事故があったか、その説明がないです。 

警官たちが薩書著を排除するだけです。 

私たちの要隶は駅にエレベーターをつけ 

ることです。残念ながら、薩害著にとって 

荷が不便か、一般市民は興味がないですね。

今映っているデモですが、私も参加して 

いました。これは地下鉄のデモです。彼らは 

初めて地下鉄に乗って嬉しそうですね。し 

かし、駅にエレベータは全然ありません。 

韓国では兵役制度があるので、軍人たちが 

筆備して私たちを待ち構えていました。 

韓国ではエスカレーターが多いです。重度 

直舎著も多いので、ボランティアや家族が 

移蓟を手伝います。このデモのときは

ので軍人が待襪して

いました。

地下鉄は8路線ありますが、バスが董要 

な妾通宇段なのでその蠢蓟もしています。 

これは薩響著の漏羅知を覆篦する籤铁 

のために、需役所の箭で芳哇をしている 

様子です。政府に私たちの要隶を話し、 

芙綴嶺との荃'誌も要棗します。「屏蕊の 

駅にエレベーターを、睦害著もバスに 

乗れるようノンステップバスを!」という 

のがスローカンです。

韓国の嚏害著運劃のリーダーは今必死 

に運誠をmrいます。薩響著だけでなく 

簷の翳诫葩-んの軽'たちも铁 

碁加しています。「薩馨著はなぜ貝畫に 

乗れないのか説明をしてほしい。移動する 

翳$を!」と、二赭に載燿壬愛牖苯で 

すがデモは終わりません。包たちはテン・

V くらずみち とまりました 4 I： 4がつ24
を作らず道で洛まりました。4時です。4月24 
日は朝から薯名運斬をスタートさせました。 

この梭、もうi屢チリトづ怡0に轨饑します 

がまた醤官がきました。私たちは磬加著が 

すごく少ないのに聲官は多くて天変です。3 
回目のテント作りに轨戦しましたが簪官
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聲官たちはいつも僮帝著のボランティア 

を呈部逮捕します。次の翰からずっと醤察 

は私餐を霽'幾しています。脱狒に手クb 

を作る運觀は続きましたが、結局私たちは 

作れませんでした。政府は時間がない、お金 

がないと菁弓ばかりです。器苦は峑賞 

奪官に逮捕されました。裁察薯で1、2日 

咅まることになりました。需役所前の 

テントを作るのは雞しいことが分かったの 

でソサル駅箭にテントを作りました。薯名 

運觀もスタートし、子どもから老人まで 

一般市民が私たちの運動を応援しました。 

今年の2月20日までに17万人が署名に参加 

しました。移動権利の問題のために 

イベントや蔡りもしました。今流れている 

のは薩害著參窗権利の歌です。

轟国の社会運動は人望の厚い組織の人た 

ちが、いつも参加して虑捷しています。「と 

ても会えてうれしいです。参加してくれて 

嬉しい。あなたたちの関心が1日のものでな 

く、私たちの問題を爺決するためにずっと 

蔘茄して押簡になりましょう。」と 

曄びかけます。長い間、ソウル!^にテンE 
を WてM動していますが、薩營著は律も 

痛いしとても天変です。けれど、「私たちの 

権利のためにデモに碁加してください。駅 

にエレベー多一を作ってほしい、卩早吉・著も 

貝支に桑0是认、その鷲笨碣権莉を發禅す 

るために釐籤しましょう。漏ができない 

と在薄もできません。匸籍に碁加して 

下さい。」と彳中間を奠っています。

地下鉄の駅での運動は初めてのことでし 

たが、バスの乗り換え運劃は毎月やってい 

ます。これは场めやの貝畫桑E籐麦釐蠶の 

様子です。私たちはバスで4時間半くらい 

釐蠶しました。熒善で站存に蠻き棗を 

出しましたが、政府はいつも直害著問題は 

福祉問題だから待ってください。お金がな 

いからすみませんとに 

桑孑離え運動をしていますが、蔘笳箸は 

多い蒔で200人ぐらい、少ないと10人くら 

いです。バスに自由に乗りたいので毎月 

運釧しています。先月、韓国のリーダーた 

ちが日本でバリアフリーと首立生活の 

研修をしました。日本の移動運動は韓国よ 

り過戒ではありませんが、とても効果があ 

ります。

日本の運釧も20年程箭までは、韓国より

初めは福激ですがコミュニ乡ーションがで 

きるようになったり衽会が民主的だったり 

すると、その様子は麦わると思います。 

例えば、5月27日、殳援竇制度のために日本 

で会合がありました。この日は300人くら 

いの嚏舎著が参加しました。轟国より 

诙箸も郭し、置蘆隆響'醪箸だけです。

はいませんが、ある羡族におい 

て澈しい運動だと思います。

運觀はとても大変です。初めから 

スマートな運動は無理ですが、サイクルは 

あります。蠶初は同じ問題意識を样ってい 

る人が、どうやって自分の要隶をアピール 

するかを考えます。そして社会の変革が 

現れてくれば、机について説明する 

スタイルの運動ができると思います。運動 
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はとても大変です。とても悲しくさびしい。 

運動に醫加するとき社会の目が冷たく、心 

が痛いです。でも、一人では無理ですが伸蘭 

がいればできます。運動の時仲間は大切。 

韓国では自立生活運動をしていますが、 

ヒューマンケア谕会など日本の自立生活 

センターが応援しています。いい仲間です。 

私も日本で研修に参加するまでモンゴル 

やフィリピンの簡題は全软知りませんでし 

たが、今は仲間だと感じています。みなさ 

ん、私たちはアジア各国の薩害著の権利や 

宿祉の向上のために彳中間になりましょう。

つか

樋口:ありがとうございました。サッカー 

の人たち以上に希をかけていることがわ 

かりました。バスに首や尿を鑽で 

暮きつけデモを行う睦害者、 

関係者がそれを切っていく。

方には残念でしたが、韓国の自立生活運動 

裁察官や 

視覚噎害著の

運動、日本のグループと一緒になった運動 

があらわされた強烈なビデオでした。これ

で4つのシンポジストの方々からのお話は 

終わります。午後、それぞれの方々は3つ 

の分科会に分かれて活動します。その箭に 

質問のある方、この場でしかできません。 

時間が少なくて审し訳ありませんが、

聞いておきたいことがあるという人はぜ 

ひ手を挙げてください。

中西:甲西です。チャノさんはこの研修で 

アジアの他国の状 況がよく分かったとの 

ことでしたが、それは4人の方それぞれ 

同じと思います。他国と比較した時、自分の 

国で侖がよくて有が悪いかを1っずっあげ 

てください。

樋口 : 4人の方はおわかりになりますか?

では、ロケシュから。

ロケシュ:えパールの嚥覚噎害者は橋報が 

まったく入らないのが問題です。私は 

睦害著運動について知識がなく、そのあた 

りの話ができずすみません。日本に乘て 

初めて他の障害について知りました。

の国にいる時は分かりませんでした。日本 

では地下鉄にエレベーターがあり、リフト 

つきバスがあるなど、いろいろなことがわ 

かりました。帰って運蓟していきたいと

樋口:ネパールで良いと言えもことは?

ロケンユ:そうですね、山がとても有有でそ 

こへ世界中の登山家がやってきます。

陽害著についてはごめんなさい。站1誡がな 

くて答えられません。申し訳ありません。

樋口:では、^4—7さん。
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クマーフ:白本に来て一蕃いいと思ったの 

は自分の権利を样っているという考え方で 

す。スリランカの人達は「視覚薩害著は 

嵌;）マください」と言レいゝ;!孑。バスの笫で 

私も「歌ってくれ」と、言われたことがあ 

ります。これでお金をくれるのです。

樋口:乞饕ということでしょうか?嵌コで、 

お金をもらうのですか?

クマーフ:歌ってお金をもらうのです。これ 

は署茗'な橱覺诫營著の仕事ですが、貞（な 

いと思います。日本やアメリカにはこんな 

考えはないでしょう。

樋口:いいことは?

クマーラ:今は法律ができて、大学に行って 

筋鬣することができるようになった。これ 

はいいことだと思います。

當口:支!5乡ク另では、窿曹をもった天も 

霰警を爰ける権利があるという法樓がで 

きたことによって、庫害を舞っている人が 

关摩艱曹を受けられるようになったとい 

うことでしょうか?

吴弓:これは谿の艱賞 もいますから、 

いいことだと恵・、'星子。

樋口:法律があるといったけど、そこまで 

有効に働いている法律ではないのですか? 

クマーフ:法律にはいいものも悪いものも 

ありますが、社会の申でその進み方はゆっ 

くりです。法律がもっと実際に履行される 

ようになればいいと思います。

樋口:では、昇牛ニさん。

チュチュ:他の国と比べるのは難しいです 

ね。でも、さっきチャノさんの話を聞いて 

思ったのは、インド并シアの障害著運釧は 

まだ、荷もはじまっていないということで 

す。みんな家にいて外には出ません。たぶ 

ん、みなさんインド・シアにきたらびっく 

りしますよ。「え?薩響著はいないの?」 

と。でも家にいっぱいいます。韓国では 

障害著運劃が盛んですが、インドネシアは 

まだ荷もない。1997年に薩害著の法律がで 

きましたが、選挙の時に票取りのために 

話すだけです。セオリーだけで、 

プラクティスは倚もないのが現状です。

例えば会社で社員1〇〇人のうち1人は 

薩害著を入れなければいけないという 

法律がありますが、どの会社もそれを 

Wxいません。藪警も商じです。みんな 

が艱曹を麦め！＞疥4ように、偽殳ば籤竇 

p晝害や視覚p晝青、肢休卩晝吉、みんな同じ 

大学に入りたいのですが、それを実践する 

ことはなかなか籬しいです。特に、専門家は 

幢害著に理解が全くありません。例えば私 

が学校に入りたい時に「あなたは睦害があ 

るから入れません」と言われます。たくさ 

ん問題があるので自分の国の良くないこと 

はたくさん言えますが、良いことは言えま
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せん。

樋口:雇用促進法のようなものがあるけれ 

ど、実質的には確立していないということ 

ね。チャノさん、韓国はどうですか?

チャノ:韓国にも結構、色々な法律がありま 

すが弱いです。ペナルティもありません。 

法律には役割、責任がないです。地位とか 

将乗がないので、薩害著の生活はとても 

大変です。法律はありますが、予算がない 

ので名目だけの法律です。でも、私の国の 

いいことは、自分たちの問題を自分が参加 

して解決しようとする若い噎善著が多い 

ことです。以上です。

樋口:ありがとうございました。本当にそ 

うですね。ビデオでも充分表現されていま 

した。午前の部はこれで終わって、引き続き 

4人のシンポジストの方々、プラス今回 

アジアから来られた他の研修生が、三つの 

グループに分かれて「鞍育J、「噴害著運動」、 

「啓発」とテーマ別にディスカッションを 

nVsす〇どうも會餐め、ありがとうござ 

いました。
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午後の部
(まとめ) 

Afternoon Session 
(Conclusion)

一 31一



午後の部

グノレープ・ディスカッション

まとめ

廉田:それでは、第三部のまとめに 

入ります。それぞれのグループで 

ディスカッションはうまくいきましたか? 

反応がないですね。それでは

ディスカッションをまとめてください。ま 

ずは藪警の步んニ少からです。字二字:さ 

ん、お願いします。

チュチュ:みなさん、私とクマーラと大島 

さんは載育をテーマにして話しました。

私が司会をしたのですが、日本語が難し 

いのであんまりうまくできませんでした。 

でも、みんなが翳のを曲（ことができま 

した。藪警はやはり大切なのでいろんな 

蔭害、例えばろう堵だけではなく、W 
薩害だけでもなく、いろんな賣害があって 

も一辖にやったらとてもいいです。それで 

ネットワークのことは、物の関係ではなく、

ても大切です。学校では、例えば矍数とか 

国語だけではなく人間の藪育が大切です。 

難しいので私からはこれだけです。

足りない部分を大島さんにお願いします。

大島:較育のディスカッションの中で、 

椿離妾換の末3 b 7— ^をどうすればい 

いかという話が出ました。しかし、アジア 

各国では物資が不足しているので、それを 

どう支摆するかということに話がそれて 

いってしまいました。物質的な支援も大切 

ですが、睦害著に対する回りの理解を 

深めることが大切だと思います。庫害と 

一言で言っても參種参楼です。それをふっ 

うの学校に通う子どもは知りません。そう 

いったことを学校で話をして子ども達が 

受け止めていくことが大切です。そうすれ 

ば社会に入った後でも受け止めることがで 

きます。藪警は、面壽、薮舉、拄荃、などの 

竅科の勉弓をだけを霜チのではありません。 

ふ皆认ときから藪禅の筋腹だけでなく、い 

ろいろなことを学ぶのがいいと考えていま 

す。

廉田:ありがとうございます。鑿壤しても 

らったのは、龍の子学園の大島智美さんで 

した。申し遅れましたが、司会の

めいんすと り一むきようかい かどた 
メインストリーム物会の廉田です。よろし 

く。

続いて二つ目のグループ、诫害著運釧か 

らDPI 0本会讒の尾上さん、お願いします。

尾上:レポートはお手元の資科26ページか 

ら載っています。午前中の発言者のパクさ 

んを受けて、まずはアマラさんから 

モンゴルのろう谕会ならびに噎害著運觀 

について報告をいただきました。モンゴル 

では視覚庫善著と喊覚噎害著がー籍に 

物会を作っていたが、橋報の共肴や 

ディスカッションを行うことが籬しかった 
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ため、別団体として活動することになりま 

した。現注、ろう学校が国内にひとつしか 

ないので、地芳に崔むろう!电は藪警を 

受けるのが難しいという報告もありました。 

また、視覚噎害著や肢体薩害著は他の国々 

の椿靈に幕高しているのですが、ろう著は 

それが難しい。惰報が不足しているため、 

活動や取り組みを進めるのが困難であると 

いう報告がありました。

次に、フィリピンのメロディさんから 

報告がありました。フィリピンでは10年 

ほど前にマグナカルタという薩害著の 

法律が制定されました。いいことは書いて 

ありますが、実際の行動計画は少なく、 

例えばほとんどの学校に車いすトイレや 

エレベータあるいは点字ブロックなどがな 

いということです。また、交通機関に関して 

もバスやジプニーという乗合の乗り物があ 

りますがアクセシブルではない、手動の 

車いすであれば場合によっては乗せてもら 

えるが電動はだめです。フィリピンでは7月 

の第2週が薩害著週間と湊まっていて、そ 

の時に学校で薩害著の人権について 

話し合ったり薩害者の理解を深めるため 

のパンフレットを作って配ったりするとい 

う報告がありました。

イベントを地域で開僱する時、いろんな 

障害を特っている人が自由に参加できる 

状況はあまりないという報告もありまし 

た。例えば、この会場には手話通訳と要約 

筆記がついていますが、こういった保障が 

行われてないため自由に参加できないとい 

うことでした。

そして、最後に私から日本における 

薩害著運動の歴史と課題ということで 

報告を行いました。1970年代から始まった 

自立生活運動の特徴は、それまでは親や 

専門家中心の運動であったのが诫害著 

主体となったことです。そして瞳害の克服 

や治療でなくバリアフリーや差別からの 

解放、地域からの自立を目指して進めてき 

ました。80年代に入り、DPI日本会議という 

恒唐的な国際床ットワークができました 

し、同じ年にヒューマンケア稀会という 

日本初の自立生活センターができました。 

現社、自立生活センちーは全国100ケ薪を 

越えるまでになっています。90年代以降、 

ようやく国レベルでの 

ノーマライゼーションに向けた真乐的な 

動きが見られるようになり、薩害者窘本法 

が制定され各自治体で街づくり条例がで

きたという報告をしました。

これらの報告を受け「日本ではここ20

年間で交通機関を使えるようになってきた 

が、地方に行くとノンステップバスが 

走っていないし、未だにバスの乗車転否が 

ある。また、日本で作ったバスや電車車両 

が中古となってアジアで克られている 

現状から考えもと、白本がいいものを 
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作らなければ、アジアの国々にも迷惑をか 

けることになる。」という歸が会場から 

でました。

さまざまな違いを認め、かつ、壁を 

乗り越えてネットワークを作っていこうと 

いうことに関して、いくつかの質問が会場 

からあがりました。一つは、日本の場合脳性 

マヒの人たちが中心となって70年代に 

運觀に取り組んできたが、他の国の障害著 

の状沉はどうかという置輔がありました。 

もう一つは、モンゴルのアマラさんの 

話にあったようにろう者は稽報が制限さ 

れ、あるいは他の噎害著の 

コミュニケーションがうまくいかないとい 

うことだが施の番はどうだろう、陡響请を 

裁支走釐矗や鳖無が粽窶だが、どうなって 

いるかという質問がありました。いずれの 

窗も薩響弼を毎;耒ミトワニ》という 

点では、まだ課題があります。ただ、轟国で 

は自立生活センターができ、これにより 

置蘆の薩響著が藉箍關に運動に薯笏して 

いるという報告がありました。

他に、日本の慈験を反面藪篩としてどう 

生かしていくかという質問がありました。 

日本では1970年代にかけて施設がどんどん 

作られました。そういう流れに対して、地城 

でのも笠を条める運蠶がおきました。いっ 

たん齡や義護学稷にたくさんの整や尖が 

gEVttsと、それをもう二廛钢遥に 

^つTいくのは关'笏です。だとすれば、 

アジアの国々でこれから障害著の 

サービスや資源を作る時、新たな施設を作 

るのではなく巖初から地域生活支援及び 

自立生活にターゲットを置いた資源を 

作った方がいいのではないかという提起が 

ありました。

薛に置舉なのは、どういった男裔でどう 

いったサービスが必要かという情報や 

考え方です。それが京ットワークなのかな 

と思いました。そういった話論をうけ、特に 

今回のセミナーではアジア・太平痒を軸に 

した薩害者の権利のための*ットワーク 

を作りたいという皆さんからのまとめをい 

ただきました。力強い分科会でした。 

終わりま才。

廉田:ありがとうございました。啓発の 

グループについては、私から話します。 

啓発に関しては、出乗る限り会場とのやり 

とりを中心にして進めました。ロケシュと 

いう*パールのろう者、シャフィク肢体 

不自由でパキスタン、もう一人はナディン 

肢体不自由、その三人が15分くらい話して 

くれました。

啓発そのものの広い意噪は、自分たちの 

ことをまず知ってもらわないと筍もはじま 

らないということで、話の丙容は自分の国 

の籠しゃも芻變でした。買祐蘭には、それぞ 

れの當1Wやも分が体験してきた舉祓笙簷 

についてです。どこの菌でも同じだと 

思いますが、噎害があるから学校に 

入れないという話がよく出てきました。 

車いすがないとか、自分は童を運転できる 

ようになったけど、それも裳近の話で箭は 

車の第詳さえもとれなかった。運転はでき 

るけど噎售著が改造した葷を運転するこ 
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とを背は認めてないとか、斎によって薇莎 

に快 況は養います。诊パールではバイク 

の運転さえも耳が聞こえないという理由で 

免許が取れなかったが、色々な運動の成果 

が実りやっと免許が取得できるようになっ 

たという話がありました。しかし、これは 

盘皆泉:琏のですが、ニ彼麦通童兹を 

起こしたらその瞬間に免許を 

取り上げられるそうです。またネパールの 

豁、という荐隹'も屣がすごく 

みぎ认そうです。晴!で天と話すこと自妖 

が恥ずかしい行為で、手話で話している姿 

を家族あるいは他人に見られたくないと 

考える人が多く、手話通訳になってくれる 

人がなかなか増えないのが現状だそうで 

す。また、手話通訳があること自体、山間部 

では全く稽黛として知らきれていないと 

いう話が出てきました。

また、それぞれが鋒を無っているけど、 

どんな仕事をしているか、給料うはいくら 

かという質問が会場からありました。人の 

童ろが克になるのが旨集关の特質ですので 

（屢ヽ）。^$夕・/は霜襌いい霜秤をもら 

っていました。夬车スタンでは曜驚箸の 

収入が平均2〜3万くらい。シャフィクの 

場合は2万くらいだそうです。

ナディンは、5星ホテルで働いていて 

ず霜は髓ぐらい。釐驚警と於＜せ浜ず 

いぶんと安いそうです。

ロケシュはろう者であることが仕事その 

ものに影響はなくても、なぜか仕事がなか 

なか長続きせずコロコロ菱わるそうです。 

なかなか長続きせず、ペンキ屋からはじま 

ってプールバーを爰餐と雀醫'したこともあ 

ったが喧嚨別れしたそうです。一鮫的な 

月収が1万、それが2,000円ぐらいに 

のが薩響著の缺う强です。

また、啓発とどうが関係あるのかという 

話になりますが、日本で風呂一緒に入った 

ことがありますか?という質將もありまし 

た。自分を知ってもらうということだから、 

風呂にも入ってもらわなければということ 

です。一応、皆恥于かしかったけど、大浴掳 

には入ったことあるそうです。

加えて、「帰国後、日本で李んだことを 

広めていくためにはセミナーを開いたり、 

あるいはデモンストレーションを行ったり 

するのですか?」という質問がありました。

に韓嚙のき孚另にありましたが、あ 

そこまでいかなくても、響で行進すること 

で曙鑿につかまったりすることがあるのだ 

ろうか?デモは啓発としてマスコミを 

通じて知ってもらえますからね。ナディン 

は、マレーシアで睦害著自身がやっている 

デモを見たことがないということ。 

ネパールではある。パキスタンではデモや 

行進をしたくても車いすがないから、出て 

いく段階まで行っていないそうです。そん 

な中で面白かったのは、自分たちで社会を 

憂えるためには蠶かかければならないが、 

そのために荐麗することも盟がiWの 

文化じゃないか。僮帝著が作った市民運觀 

を痛もマやるのではなく、薩馨著痂首の 

デモンスドレーション、そういう文化を 

築くなかで啓発をやりたい。それはひよっ 

とすると公園の龙生で爰けないから音楽を 
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歌うとか、そういうことになるかもしれま 

せんが、そういうことを通じて伝えていき 

たいという意覓もありました。

今後、自分ちたの国に帰ってどのように 

していきたいかという話もありました。 

聲害著運劃の分科会からも報告がありま 

したが、并ットワーク作りをしてゆきたい。 

1年に1度くらい研禧生の出身国で、 

セミナーやイベントを開いて惜報交換が 

できたらいいなという話がありました。

ちなみにパキスタンでは、来年の2月に 

シンポジサムあるいはオリジナリティあふ 

れるデモを企画しています。国内で政府に

々な要隶をしていくことも天切だが、 

海外から刺戒を受けることで聞く耳を蒔っ 

という政府の状況もあるので色んな国か 

ら参加して欲しいそうです。そして啓発 

活動を続けていきたいということです。特 

に、パキスタンにはめったに行くこともな 

いでしょうから来てくれたらうれしいです 

と。ぼくも行きたいなあと思います。ちょ 

うど2月には凰上げ大会があるそうです。 

パキスタンの風上げをばかにしてはいけま

大会アピール

チュチュ:大会、国際诫害著シンポジウム 

大会アピール、私たちインドまシア、韓国、 

スリランカ、中国、ネパール、フィリピン、 

マレーシア、モンゴルの九カ国からの 

緊兰霸多、ま皐クチ》チ尖' 苹岸脊晟'輩藥 

研修虽は、日笨のリーダーの協力ととも 

せん。どれくらいあげるかというと、4000 

mだそうです。曇の中に入ったり出たり 

します。それを見るためでもいいのでぜひ 

とも日本から行ってください。シャフィク 

の曾おばあちゃんは135才です。その人と 

会うだけでも行く価値があるでしょう。 

皆さん、135歳の人とは話したことないでし 

ようが、120歳ぐらいになると新しい歯が 

生えてきます。シャフィクは誠実なすはら 

しい青年です。ぜひともそのおばあさんに 

会いたいので、僕はパキスタンに行こうと 

，試、笛孑。

以上で啓発の報告を終わりま才。これで、 

三つの分科会垄部の報告を終了します。 

ありがとうございました。（拍手）

叢樓になりましたが、岑茴'の 

シンポジウムは初めて研修生が中心にな 

って開いたものです。研修生たち箭に出て 

きてください。全員よく顔が見えるように 

一列に並んでください。大会宣言をこれか 

ら読上げたいと思います。一圭懸命 

奢えましたよね。宣言文を読むのは 

チュチュさんです。お願いします。

に2 0 0 2年6月22日土曜日、東京にお 

いて国際睦害著シンポジウムを開催しま 

した。

全国各地からの参加者、スタッフなどの 

総藝180名が彙まり、アジア太平洋地威の 

噎害著にかかわる三つのトピック、薩害著 

運動、藪育、啓発活動について、 

話し合いました。

アジア太平洋諸国における薩害著の 

現状は、いまだ大変な状況にあります。 
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大きな理由のひとつは情報の不足だとい 

えるでしょう。稽報、特に、ロールモデル 

としての当事者からえる愴報は、匱害者を 

エンパワーメントするのに大切です。

聲害著と周りの人々の意識改革なくして、 

社会変革はありません。それを進めるには 

当事者とサポーター相互の理解と说力な 

しでは実現しないでしょう。

フォーラムが日本で開催され、世界各国か 

ら噎害著が一度に集います。さらに、来年 

以降薩壁からの解放をテーマにした 

アジア薩害著の次の10年がはじまります。

様々なバリアをなくし、薩害著の自立、 

社会参画を進めていくために不ットワーク 

を作り、猜報と経験を分かち合うことが 

求められています。

こうした認識に立ち、 アジア太平洋自立

生活球・ットワーク（APNIL）を作り以下の 

目的を実現するために、共に歩んでいくこ 

とをここにアピールいたします。

名称:アジア太平洋自立生活えットワーク 

目的:薩害者の自立生活の理念を広め、 

薩害著のエンパワーをする。薩售者の藪育、 

雇用生活のあらゆる面における社会参加を 

実現する。人権を獲得するため、権利保障の 

ための棗定や制定に向けて働きかける。あ 

らゆるバリアからの解放を目指す。橋報や

けいけん きょう耳■う かんけい つよめる

ありがとうございました。 

チャノ:私たちの不ットワークに同意、参加 

してくれる人は紙に書いてこの箱に入れて 

ほしいです。私たちのネットワークは、ま 

だも前しかありません。まだ生まれたばか 

りですが、大切に力を尽くして青てていき 

たいと思います。そこで皆さんにお願いが 

あります。皆さんも蔚力してください。外 

に箱があります。少しでいいので、寄付し 

てください。よろしくお願いします。

廉田:これで本当に巖後です。1日を 

通じてのシンポジウムのまとめを尾上さん 

からお巔いします。

尾上:岑日一日ご苦労様でした。今回この 

集会を罡画した研倉生9人が、それぞれの 

国で研修の成果を活かして睦害著の状況 

を夏え晦害著運動の発展のために活動し 

たい、そういった熱い思いが伝わってくる 

シンポジウムではなかったかと思います。

アピールは、天変董要なものではないかと 

思います。ここに書かれてあるとおり、今年 

でアジア太平洋睦害著の第一次の十年は 

終わりますが、来年からは第二次の十年が 

はじまります。第二次のテーマは、そのも 
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のずばり「薩毬からの解放、貝!）チからの 

開放」です。これで次の十年を進めていく 

ことになります。

いろいろな分科会の中で、噎害著自身が 

書華署として果た・ロニ応占歹んとしての 

很割が蠱調されていたと思います。開放 

からの十年を推進していく第一の力は 

薩響著の活蓟であり、薩響著旨矇が器欧を 

もって生きていく、そういう意思改革こそ 

理荟を奴そいく央隹集勞になると 

思います。

今から20年以上箭ですが、やはりその 

舊磅も步艮车クさんから兰芳ならぬ疑を 

いただき、日本の睦害著がアメリカの自立 

生活センターで研修を行いました。その 

動きが1〇年2〇年経って、日本で100カ所以上 

の自立生活センターを設立する動きに発展 

し、交通バリアフリーを隶めて特には 

滋しく運斬を展開し、「交通 

AvtVp-^」の茂'笠にiWitaこと 

ができました。同様にこの天会アピールで 

卷き粛存も乡少チ关苹强旨笠星霑

・ットワークが、全日ここにいる一人一人 

が呈律酹に聖茄し、あるいは帛蘭に

ことで、鬣てより舄1當なもの 

になっていって裱匸认と思レ'ます。

このえットワークを噎害著自身が10年 

続ければ、まさにバリアからの開放が達成 

できるでしょう。10年後にはサンライズが 

出発点だったこのアピールが、「アジア 

天平洋地城を菱えた出発点だったな」と 

振り返れるよう、次の10年のスタートをこ 

のネットワークをもって進めていきたいと

思います

このシンポジウムを通じて、それそれの

aW＞いろんな薩馨の备い、それぞれの

構報、経験を李びあうことができたと 

思います。このように惜報、経験を 

分かち合えるような、共に参加すれば皆が 

パワーをもらえる、エンパワーメントされ 

るようなまットワークとして発展してほし 

いと願い、まとめに菱えさせていただきま 

す。みんなでこのネットワークを発展させ 

ていきましょう。

廉田:巖後に、主催者の日本诫善著 

リハビリテーション協会の奥平から 

ぎ換琢をさせていただきます。

かかわらず、こんなに关蠶の方が最後まで 

残ってくださりうれしく思います。この 

シンポジけムは研修生のアイデアから 

生まれ、彼らが筆備をしてきました。さき 

ほど尾上さんが言われたように、これは 

夫ちニXです。みなさんの鶴另を彳專そ、 

屣0上存そ存善左レい、と鄭;、笠壬，ありがと 

うございました。がんばってくれた9人と、 

スピーカー、コーディネーターの皆さん、 

研修課のスタッフ、お疲れさまでした。拍手 

をお願いします。ありがとうございました。

廉田:ありがとうございました。
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大会アピール

Tokyo Appeal
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国際障害者シンポジウム

大会アピール

私たち、インドネシア、韓国、スリランカ、中国、不パール、パキスタン、フィリピン、マレーシア、 

の障害をもつリーダーの摘 力と共に、2 0 0 2年6月22日(土)、東京において「国際薩害者 

シンポジウム」を開催しました。全国各地からの参加者、スタッフなど、総勤18 〇名が集まり、 

アジア太平律地城の薩害者に関わる3つのトピックス、載育と谨害著運須、啓発活蓟について 

話し合いました

アジア太平洋諸国における障害者の現状は、未だ大変な状 況にあります。大きな理由の一つ

は、“椿蠻”の不足だと言えるでしょう。“暮報”、蒔にロールモ孚、応としての雪童第から得る橹報 

は、薩害者自身をエンパワーするためにとても大切です。

くして、缶会変革はありません。それを進めるには、 

しでは実現しないでしょう。

直青当拿者と周りの人々の思議改革な

今年はアジア太平洋の1〇年嘉終フォーラムが日本で開催され、世界各国から谨害者が一堂 

に集います。さらに、来年以蔭「薩壁からの解敌」をテーマにした、アジア睦害者の次の1〇年 

がはじまります。様々なバリアーをなくし、薩害者の自立•社会参画を進めていくために 

耒ットワークを作り、楕報と慈験を分かちあうことが隶められています。

こうした認識に立ち、Tジア太平洋自立生活球ットワー》(Asian and the Pacific Network for 
Independent Living)を作り、以下の目苗を実現するために共に歩んでいくことを、ここに 

アピールいたします。

名称:アジア太平津自立生活ネットワーク

(Asian and the Pacific Network for Independent Living)

餾:

・ 薩害者の自立生活の理念を広め、庫害者のエンパワーをする。

・ 睦害著の藪育、雇用、生活のあらゆる面における社会参画を実現する。

・人権を獲得するための権利保虞法の杂定や制定に向けて働きかける。

第3期ダスキン・アジア太平律睦害者リーダー育成事業研修生一同
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International Symposium on Disability

Tokyo Appeal

We, the trainees of the 3rd Duskin Leadership Training in Japan from 9 countries, Indonesia, Korea, 
Sri Lanka, China, Nepal, Pakistan, Philippines, Malaysia and Mongolia, together with Japanese 
Leaders, held ''International Symposium on Disability,, in Tokyo on June 22, 2002・ Approximately 
180 participants from all over Japan joined us and discussed three topics, Education, Disabled 
Movement and Awareness.

The situation of persons with disabilities in Asia and the Pacific is still dreadful. One of the 
biggest reasons is the lack of information. The information, especially the one which get from 
disabled persons themselves is very precious for empowering us. There is no social change without 
improving people's attitude. To promote the changes, it won't be achieved without cooperation and 
under st anding among persons with disabilities t hemselves and supporters.

In this year, International Forum on Disabilities to Mark the End ^Year of the Asian and Pacific 
Decade of Disabled Persons will be held and many disabled people will get togethei. In addition, 
the next decade focusing on freedom from barriers will start from next year. It is needed to 
establish network and to exchange information and experience for removing all barrier and 
promoting independence of persons with disabilities and society for all.

It is our pleasure to announce the establishment of the network named "Asian and the Pacific 
Network for Independent Living". We will step forward with the following purposes into practice.

Name : Asian and the Pacific Network for Independent Living
Purposes :

• To promote the philosophy of Independent Living and empower persons with disabilities,
• To participate in a society on every field of life including education, employment and social 

life,
• To work on making Human Rights Act of persons with disabilities,
• To achieve freedom from all barriers, and
• To share various information and to straighten the relationship among our countries.

The trainees of the 3rd Duskin Leadership Training in Japan
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「ダスキン・アジア太平洋障 

害者リーダー育成事業」 

事業概要

Summary of「The Duskin Leadership 
Training Program in Japan； A Program 
for Persons with Disabilities in Asia and 
PacificJ
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ダスキン•アジア太平洋障害者リーダー育成事業概要

1. 趣旨と特徴

本事業は、国連•アジア太平洋障害者の十年事業の一環として、財団法人広げよう愛の 

輪運動基金の委託により、アジア太平洋の各国で地域社会のリーダーを志す海外の障害を 

もつ若い世代を対象に、日本の福祉の現状を学び、自己研鑽に励むチャンスを提供するこ 

とを目的として、平成11年度より実施されている。

政府などの公的な推薦を必要としない完全に公募による招聘事業であり、学歴や職歴は 

問わない。また、約1〇ケ月という研修期間の中で、研修生が自ら希望する分野や関連施 

設で個別研修を行うというユニークな特徴を持つ。

もう一つの大きな特徴は、日本語を3ヶ月集中して学び、その後の研修を日本語で行う 

ことから、日本や日本文化についての理解を深め、日本の障害者とより交流することがで 

きることにある。さらに、異なる国々の研修生が共に研修することにより、各国の障害者 

を取りまく現状を知り、将来のネットワークづくりに活かすこともできる。

2. 研修期間:約10ヶ月(9月初め〜翌年6月末)

3. 受入れ対象地域:アジア•太平洋地域(オセアニア地域除く)

4. 受入れ人員:1〇名

5 .応募条件
(1) 障害をもつ本人で、将来リーダーとして地域社会に貢献したいと志す個人。

(2) 応募年齢は原則として18歳以上2 5歳まで。

(3) 連続した約1〇ヶ月間の日本における研修に耐える力があり、日本の生活に適応でき 

ること。

(4) 0本語(日本手話)または英語(アメリカ手話)で行われる日本語(日本手話)の研 

修を受講するコミュニケーション能力があること。

(5) 基本的に日常生活動作が自分でできること。

(6) 研修に先立ち各国で実施する面接、及びオリエンテーションに参加できること。

(7) 研修計画を自ら立案できること。

(8) 不測の事故等を含め、すべてのリスクを自己責任で負担できること。

6.選考方法
申込書(私の研修計画)をもとに実行委員会が審査し、研修候補生を選出する。その後、 

選出された研修候補生に対し、実行委員が候補生の母国で直接面接を行い、その結果に基 

づいて実行委員会で審査し最終的に決定する。

7.研修内容

(1)日本語研修

来日後約3カ月間にわたり、日本語(或いは日本手話)での会話を中心に基本的な読み

~ 44 —



書きまでの研修を集中して行う。

(2) 個別研修
各研修生の希望に基づいて関心を持つ分野やニーズを考慮し、日本各地の施設および団 

体で体験研修を行う。また、コンピュータ関係の技術や知識の習得については、帰国後 

もパソコンを活用できるよう研修を行う。

(3) 講義
日本の障害者の現状を理解し、母国での地域活動の参考にしてもらうことを目的に、当 

協会スタッフをはじめとして各分野の専門家や研究者の講義を受ける機会を設ける。

(4) 施設見学および、セミナーや会議への参加

講義内容などに関連した施設の見学を行い、またセミナーや会議などに参加することに 

より、知識を得たり人とふれあいいろいろ理解を深める。

(5) スポーツ及び、レクリエーション

水泳やスキー、他のスポーツをすることにより健康管理を行い、バーベキューパーティ 

などのリクリエーションを通して生活の向上を図る。

(6) その他

日本の障害当事者とのディスカッションや発表会(日本語•総括等)を通じて研修生同 

士や日本の関係者と意見を交換し、リーダーシップ向上の機会を持つ。

各種交流会•行事への参加、レセプション、ホームステイなどを行い、研修生同士や日 

本の関係者、日本で出会った友人等と様々な交流を深める。

8. 研修の言語:原則として日本語(日本点字、日本手話を含む)を使用。

9. 研修施設

日本語研修中は、主に当協会所在地である戸山サンライズに滞在。個別研修期間中は各 

地施設。

10. 研修の評価

(1) 各研修生は3カ月間の日本語研修終了時に、日本語研修の成果を表すために、日本語に 

よる成果発表を行う。

(2) 各研修生は1〇ヶ月間の研修終了時に日本語による報告書を提出し、研修の内容やその 

中で得た知識、経験について日本語による総括発表を行う。

(3) 実行委員会ならびに事務局は、研修終了後、研修生が提出した報告書などをもとに、プ 

ログラムについての総括・評価を行う。

11. 研修主催機関
財団法人広げよう愛の輪運動基金
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〒564-0051 大阪府吹田市豊津町1-33 ダスキン本社ビル内

電話:06-6821-5270 FAX : 06-6821 -5271

12.研修実施機関

財団法人日本障害者リハビリテーション協会

〒160-0052 東京都新宿区戸山1-22-1 電話:03-5273-0601 FAX : 03-5273-1523

13.体制
実行委員 （平成14年7月31日現在;5 〇音順）

委員長 青柳 紀 （財）広げよう愛の輪運動基金•理事

委 員 伊方 博義 （社福）太陽の家•事務局次長

委 員 五十嵐 糸己子 （社福）光友会-専務理事

委 員 太田 好泰 日本障害者芸術文化協会

委 員 大杉 豊 （財）全日本聾啞連盟•本部事務所長

委 員 奥平 真砂子 （財）日本障害者リハヒ、、リテーション協会・研修課長

委 員 河村 宏 （財）日本障害者リハヒ、'！）テーション協会•国際部長

委 員 寺島 彰 国立身体障害者リハヒ、' リテーションセンター研究所

障害福祉研究部長

委 員 野村 美佐子 （財）日本障害者〃、匕、'リテーション協会•情報企画課長

委 員 牧田 克輔 （社福）日本盲人会連合•情報部長

委 員 宮城 まり子 ねむのき学園・理事長

委 員 山岸 宏 （財）広げよう愛の輪運動基金•専務理事

委 員 山口 和彦 東京都視覚障害者生活支援センター・課長

委 員 山本 好男 （財）広げよう愛の輪運動基金•事務局長

事務局 （日本障害者リハビリテーション協会・国際部研修課）

河村 宏

奥平 真砂子

和山 貴子

滝沢 彰子

那須 里美

大野 真理

鈴木 淳也

吉村 伸
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